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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年10月20日(2016.10.20)

【公開番号】特開2015-52737(P2015-52737A)
【公開日】平成27年3月19日(2015.3.19)
【年通号数】公開・登録公報2015-018
【出願番号】特願2013-186315(P2013-186315)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ   9/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ    9/02     　　　Ｂ
   Ｇ０２Ｂ    7/08     　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｂ    7/08     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成28年9月1日(2016.9.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ズームレンズ群を含む光学系と、
　上記光学系を通過する光束を制限する絞り部と、
　上記ズームレンズ群の位置を検出するズームレンズ位置検出部と、
　上記絞り部の開口量を制御する絞り駆動部と、
　上記ズームレンズ位置検出部によって検出された上記ズームレンズ群の位置に応じて、
上記絞り駆動部を制御して上記絞り部の開口量を設定する制御部と、
　上記ズームレンズ群の位置と上記絞り部の開口量との関係を記憶する記憶部と、
　を具備し、
　上記制御部は、上記記憶部の出力と上記ズームレンズ群の位置に応じて上記絞り部の開
口量を設定することを特徴とする光学機器。
【請求項２】
　上記制御部は、上記絞り駆動部により上記絞り部の開口量を変化させる速度を、上記ズ
ームレンズ群の移動速度に比例する速度に設定することを特徴とする請求項１に記載の光
学機器。
【請求項３】
　上記記憶部は、上記ズームレンズ群の複数の所定位置に対応する上記絞り部の複数の開
口量を記憶し、
　上記制御部は、上記記憶部の出力に基づいて、所定時間間隔での上記ズームレンズ群の
位置に応じた上記絞り部の開口量を演算して上記絞り部の開口量を制御する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の光学機器。
【請求項４】
　上記制御部は、外部からの上記絞り部の開口量に関する指示を入力することが可能であ
って、
　上記記憶部の出力と上記ズームレンズ群の位置に応じて上記絞り部の開口量を設定する
動作を行っている状態で、上記外部からの指示が入力された場合に、上記外部からの指示
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が入力された時の上記ズームレンズ群の位置に応じて、上記記憶部の出力に基づき上記絞
り部の開口量を設定し、上記絞り部の開口量の設定が完了した時の上記ズームレンズ群の
位置に応じて上記絞り部の開口量を設定し直すことを特徴とする請求項１に記載の光学機
器。
【請求項５】
　上記制御部は、外部からの上記絞り部の開口量に関する指示を入力することが可能であ
って、上記外部からの上記絞り部の開口量に関する指示を入力すると、上記指示の開口量
を上記記憶部に記憶させるとともに、上記外部から入力された上記絞り部の開口量に関す
る指示に基づいて上記絞り部の開口量を設定し、
　上記指示に基づいて開口量を設定している状態で、上記ズームレンズ群の位置の変化を
検出すると、上記ズームレンズ群の位置と上記記憶部に記憶された指示の開口量に応じて
上記絞り部の開口量を設定する際の目標位置を更新することを特徴とする請求項１に記載
の光学機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　第４の発明に係る光学機器は、上記第１の発明において、上記制御部は、外部からの上
記絞り部の開口量に関する指示を入力することが可能であって、上記記憶部の出力と上記
ズームレンズ群の位置に応じて上記絞り部の開口量を設定する動作を行っている状態で、
上記外部からの指示が入力された場合に、上記外部からの指示が入力された時の上記ズー
ムレンズ群の位置に応じて、上記記憶部の出力に基づき上記絞り部の開口量を設定し、上
記絞り部の開口量の設定が完了した時の上記ズームレンズ群の位置に応じて上記絞り部の
開口量を設定し直す。
　第５の発明に係る光学機器は、上記第１の発明において、上記制御部は、外部からの上
記絞り部の開口量に関する指示を入力することが可能であって、上記外部からの上記絞り
部の開口量に関する指示を入力すると、上記指示の開口量を上記記憶部に記憶させるとと
もに、上記外部から入力された上記絞り部の開口量に関する指示に基づいて上記絞り部の
開口量を設定し、上記指示に基づいて開口量を設定している状態で、上記ズームレンズ群
の位置の変化を検出すると、上記ズームレンズ群の位置と上記記憶部に記憶された指示の
開口量に応じて上記絞り部の開口量を設定する際の目標位置を更新する。
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